
 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 「自助」「共助」「公助」の一層の強化とそれぞれの連携による地域全体での支え合

いを推進し、「地域共生社会」の実現を目指す。（Ｐ１） 

（２） 計画の期間を、これまでの３年間から６年間にすることでＰＤＣＡサイクルを回す

十分な時間を確保する。（Ｐ４） 

（３） 改正社会福祉法第１０６条の４に規定する「重層的支援体制整備事業」を実施し、あ

らゆる困りごとを受け止める包括的な支援体制を推進する。（Ｐ３１） 

 

 

 

 

（１） 地域福祉計画は、社会福祉法第１０７条に基づく行政計画であり、各福祉計画の上

位計画。 

（２） 第４次地域福祉計画と同様、大仙市社会福祉協議会の地域福祉活動計画との一

体型計画として策定する。 

 

 

 

 

  ６年間（令和６年度～令和１１年度） 

 

 

 

 

（１） 一人ひとりが地域福祉の受け手であるとともに、担い手としても活躍することで、地

域に関わるすべての人がそれぞれの役割を持ちつつ連携を図り、地域福祉の取組を推

進していく。 

（２） 地域における支え合い体制の構築は、お互いに顔の見える日常的な範囲内で行

われることから、第４次地域福祉計画と同様、単位自治会・町内会等を地域の基礎

単位とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＤＧｓ 

関連目標 

 
第 ５次 大 仙 市 地 域 福 祉 計 画 ・  

第６期大仙市社会福祉協議会地域福祉活動計画  概要版  

３ 計画の期間 （P４） 

４ 地域福祉の担い手 （Ｐ２３～Ｐ２４） 

１ 策定の趣旨及び主な改正事項 （Ｐ１他） 

２ 計画の位置付け （P１～P３） 

５ 計画の展開  （P２５～P60） 

基本理念のもと、３つの基本目標の達成を目指し、５つの基本方針に沿って計画を展開します。 

 

「公助」を 

 
届ける 

３ 支援を必要とする 

人の声が活かされる 

サービス基盤づくり 

力を高める 
「自助」の 

 

１ 誰もが人や地域との 

つながりを大切にする 

住みよい地域づくり 

地域のみんなで支え合う ぬくもりのあるまちづくり  

主な 

取り組み 

（P２７他） 

基本理念 

（P２１） 

基本目標 

（P２１） 

５つの 

基本方針 

（P２２） 

「共助」の 

 
仕組みを築く 

市民ボランティア活動 

の充実と支え合いの 

仕組みづくり 

２ 

「支え合おう！」 

 誰もが互いを気遣い、 

支え合う地域共生 

社会を目指します 

「育てよう！」 

 地域福祉の担い手 

を育て、ボランティア

の輪を広げます 

必要とする人に 

適切なサービスを 

届けます 

 

「届けよう！」 

 あらゆる困りごとを 

受け止める包括的な支

援の仕組みをつくります 

「受け止めよう！」 

 

「つながろう！」 

 地域の交流を深

め、孤立のない地

域を目指します 

市と市社会福祉協議会の主な取り組み 

 
「つながろう！」 

地域子育て支援拠点事業、ＳＯＳの出し方・受け方に関する

教育、ふれあいサロン事業など（P２７～３０） 

 
「受け止めよう！」 

大仙市「つながる・ささえる」ネットワーク整備事業、生活困

窮者自立支援事業、こども家庭センターの設置運営、こころ

のメール相談、社協の福祉相談事業など（P３３～３７） 

 
「届けよう！」 

成年後見制度利用支援事業、食の自立支援事業、大仙市コ

ミュニティ FM（ＦＭはなび）での普及啓発、ちょっとサービス

事業など（P４０～４４） 

 
「育てよう！」 

認知症サポーター等養成事業、ゲートキーパー養成講座、ボ

ランティアセンター事業、バリアフリー体験授業「菜のはなタ

イム」など（P５０～５３） 

 
「支え合おう！」 

避難行動要支援者情報の共有、認知症行方不明者ＳＯＳネッ

トワーク事業、小地域ネットワーク活動の充実、福祉員活動

の推進など（P５７～５３） 

 

 閲 覧 用 


